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この度、私はイニシアティブのご支援により、The 2009 International Conference on Parallel and Distributed Processing Techniques and Applications (PDPTA’-09) に参加し、” Optimization of a GP Application for the Cell Processor”という題目で発表を行ないました。この国際会議について報告します。

The 2009 World Congress in Computer Science, Computer Engineering, & Applied Computing (WORLDCOMP) は２５の研究分野に分かれて毎年開催されています。そのうちの1つがPDPTAです。今年は、７月１３日～１６日の４日間、アメリカ合衆国のラスベガスにて開かれました。
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発表内容は、以下のとおりです。

遺伝的プログラミング（GP）は、構造的表現を用いるため、多大な計算時間を必要とします。これは、高性能な計算機を用いることで解決できますが、高価なため容易に利用できません。そこで、Cellプロセッサを用いて高速化を図ります。これは、PLAYSTATION3に搭載されており、安価で容易に利用することができます。高速化を図るために、マルチコア化を行い、並列処理を可能としました。また、木構造で表現された遺伝子情報を配列に置き換え、DMAダブルバッファリングを用いることでデータ容量の問題を回避します。GPの適応度計算では、各遺伝子に対して同じ計算式が利用されるため、この部分にSIMD化を用いて実行時間の短縮を試みます。このように、高速化手法を実装することで一般的な計算機よりも計算時間を短縮することができました。
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海外での発表は初めてだったため、慣れない英語にとても苦労しました。質問をされても、質問内容は理解できるのですが、英語で自分の伝えたいことを言葉になかなかできず苦労しました。研究内容に関しても、結果を得られていない部分についてコメントを頂くことができ、今後の研究に活かしていきたいと考えています。
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今回、このような機会を与えていただき、とてもよい経験をすることができました。

ありがとうございました。

